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Limit-EPA

『Limit-EPA ver 2.06（VUP03）』バージョンアップ内容 
 

入力画面間の移動ボタンの一部が変わりました。変更箇所は下図を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VUP03

計算開始 

次へ > 

次へ > 次へ > 

< 戻る 

< 戻る 

< 戻る 

< 戻る 計算開始 

¦¦< 戻る 

¦¦< 戻る 

¦¦< 戻る 

どの画面からも【¦¦< 戻る】ボタンをクリック

すると、いきなりメインメニュー画面に戻り

ます。 

※ 各画面に【¦¦< 戻る】

ボタンが追加され

ました。このボタン

をクリックすると、ど

の画面からも、いき

なりメインメニュー

画面に戻ることが

できます。 
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Limit-EPA

VUP03 バージョンアップでは、ピン端を持つ部材と断面計算が行われていない部材の処理をし、また各部材

ごとに端部Myと部材ランクを直接入力し、確認できる機能が追加されました。 

これにより、保有水平耐力計算前に各部材のMyとランク（FA、FB等）が確認でき、またそれらの値を直接入力

することができるようになったので、より使いやすいものになりました。 

また、BST-G８９TM または BST-G８９TMⅡで複数スパンにまたがるはりや複数階にまたがる柱があっても、

BST-G側で断面計算方法を変更する

ことなく保有水平耐力計算をすること

ができ、Limit-EPAがより便利に、また

幅広く使用することもできます。 

以下はそれら機能についての説明

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに修正が必要な部材につい

てのメッセージが表示されます。 

部材数 

表示方向（X、Y）を指定

するボタン 

My，ランクに関しては、表内で直接キー

入力による変更をすることもできます。 

計算開始ボタン 

（３）このボタンをクリッ

クすると、仕口強度の

低減（0.9倍）処理を自動

処理することができま

す（処理対象は S はり

のみです）。 修正が必要な部材は、(このよ

うに)赤色で表示されます。 

<計算開始>ボタンが<次へ>に

変更されました。 

この<次へ>ボタンをクリックする

ことで、部材ごとの My、ランクを

指定する画面になります。 

（２）このボタンをクリッ

クすると、断面計算が

行われていない部材を

自動処理することがで

きます。 

（１）このボタンをクリッ

クすると、ピン端を持つ

部材を自動処理するこ

とができます。 

VUP03
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Limit-EPA

今回VUP03で追加された部材のリスト表示用に用意された画面において、以下の操作ができます。 

 

（１） 一端または両端がピン端の部材について  

■  部材の一端または両端がピン端の部材があった場合、一覧表の中でその部材がどれかわかりやすくするた

め赤色表示しました。同時に一覧表の欄外下にメッセージが表示されるようになっていますので、一目でピ

ン端を持つ部材についての確認ができます。 

■ 部材の一端または両端がピン端の部材の修正は <ピン端材の処理>ボタン をクリックするだけで処理が自

動的に行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VUP03

現在表示されている方

向が示されています。

この画面ではX方向が

表示されていることに

なっています。 

この例は一端がピンになっている部材 

処理前はピン端側のMyが残ってい

ます（注意を促すため、赤色で表示

されています）。 

処理が終わると、ピン端側のMy は ０

と表示されます（処理がされたものは、

青色で表示されています）。 

一端または両端がピンになっている部材の処理が済んで、処理対

象の部材がないことを表示しています（頭は[○]になる）。 

処理後 

処理前 

X 方向またはY 方向に一端又は両端がピンになっている部材があ

ると、ここにその旨メッセージが表示されます。 

頭が[△]になっていますが、これは「必ずしも修正をしなくてもいい

のですが、修正したほうが良い」というものです。 

（１）処理が済むと自

動処理用のボタンも

無効となります。 

（１）現在表示されてい

る方向に一端または

両端がピンになってい

る部材があると、この

<ピン端材の処理> ボ

タンが有効になってい

ます。 

一端または両端にピン端を持つ部材で、処理済

みとなった部材の部材名の後には「 (PF)、（FP）

または（PP） 」の記号のいずれかがつけられ、他

の部材と区別できるようになっています。 
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Limit-EPA

（２） 断面計算がされていない部材について  

■  断面計算がされていない部材があった場合、一覧表の中でその部材がどれかわかりやすくするため赤色表

示しました。同時に一覧表の欄外下にそれとわかるメッセージが表示されるようになっていますので、一目で

断面計算がされていない部材についての確認ができます。 

注意： なお、ここでいう「断面計算がされていない部材」とは、主に複数スパンにまたがるはりや、複数階にま

たがる柱の断面計算で、断面計算対象となる開始位置以外の部材等を指しますが、それ以外の理由

によるものでもかまいません。 

■ 断面計算がされていない部材の修正は <多スパン材の処理>ボタン をクリックするだけで処理が自動的に

行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在表示されている方向が示さ

れています。この画面ではY方

向が表示されていることになっ

ています。 

処理前 

処理後 

X方向またはY方向に断面計算がされていない部材があると、ここ

にその旨メッセージが表示されます。 

頭が[×]になっていますが、これは「修正しておかないと保有水平

耐力計算に入ると必ずエラーとなる」というものです。 

断面計算が済んでいない部材

の処理が済んで、処理対象の

部材がないことを表示していま

す（頭は[○]になる）。 

断面計算がされていない部材は、処理

前はこのように SG（S 造はり）や

¦---------¦（両端剛）と表示されているに

もかかわらず、サイズや材種が表示され

ず、かつMy が 0 になっています。（注

意を促すため、赤色で表示されていま

す） 
処理が終わると、サイズや材種やMy

が修正入力され表示されます。（処

理がされたものは、青色で表示され

ています） 

（２）現在表示されている方向に

断面計算がされていない部材

があると、この <多スパン材の

処理> ボタンが有効になってい

ます。 

（２）処理が済むと自

動処理用のボタンも

無効となります。 

VUP03

断面計算が済んでいない部材で、処理

済みとなった部材の部材名の後には

「 （*） 」の記号がつけられ、他の部材

と区別できるようになっています。 
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Limit-EPA

（３） S（鉄骨）はりの低減処理について  

■ Sはりの剛節端部における仕口強度の低減処理をすることができます。 

■ この処理はしなくても保有水平耐力計算においてエラーとなることはありません。はりの仕口のMy を低減す

る場合のみ処理ボタンをクリックしてください。 

■ 処理ボタンをクリックした場合は自動的に剛節端部のMyが0.9倍されます。 

■ またその必要があれば修正値を直接キー入力することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VUP03

処理前 

処理後 

現在表示されている方向が示さ

れています。この画面ではY方

向が表示されていることになっ

ています。 

（３）現在表示されている方向に

S はり端部 My の低減対象とな

る部材があると、この <S はり

低減処理> ボタンが有効になっ

ています。 

SG(S造のはり)で、 一端または両端に

剛端を持ち、 

かつ、剛端側にMy がある

部材が対象になります。 

これらの部材が対象となります。 

処理が終わると、サイズや材種やMy

が修正入力され表示されます。（処

理がされたものは、青色で表示され

ています） 

（３）処理が済むと自

動処理用のボタンも

無効となります。 
端部処理が終わった部材の部材名の後

には「 （‐） 」の記号がつけられ、他の

部材と区別できるようになっています。 
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Limit-EPA

■ <ピン端材の処理>ボタン や <多スパン材の処理>ボタン および <S はり低減処理> ボタンをクリックするこ

とによってそれぞれの処理を自動的に処理し、その結果処理された部材の一部データは青色表示され、一

目で確認することができますが、 

■ それとは別に直接キー入力によって直接目的に値を入力することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、今回の『Limit-EPA ver 2.06 （VUP03）』へのバージョンアップ内容を説明して参りましたが、その他にも

操作等、詳細な部分で使いやすく改良を加えています。 

 

My（左）、My（右）、ランクの３項目については直接必要

な値を入力することができます。 

VUP03


